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なにが秘密？それは秘密！

特定秘密保護法案に反対する大規模な集会が開かれ、主催者
発表で 1 万人が参加。会場に入り切れない人たちも合流して、
法案撤回を求めるデモ行進行う。

ど
こ
ま
で
が
秘
密
な
の
か
が
秘
密
。

　
何
を
秘
密
に
す
る
か
は
政
府
が
決
め
、
何
が
国
益
な
の
か
、
特
定
秘
密
の
事
項
・
範
囲
も
公
開
す
る
か

は
政
府
が
決
め
る
。
す
べ
て
は
政
府
の
判
断
で
決
め
ら
れ
、
国
民
は
何
が
そ
の
「
特
定
秘
密
」
に
な
る
か

を
知
る
こ
と
も
で
き
ず
、
何
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
法
律
の
核
心
部
で
す
。

特
定
秘
密
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
機
関
が
な
い
。

　
国
が
扱
う
情
報
は
、
国
民
の
財
産
で
あ
り
、
国
民
に
公
表
・
公
開
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

　
こ
の
法
案
は
、
政
府
が
秘
密
指
定
の
範
囲
を
広
く
か
つ
曖
昧
に
設
定
し
、
か
つ
、
運
用
の
実
態
は
第
三

者
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
一
方
で
、
こ
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
す
る
国
民
や
国
会
議
員
、
報
道
関

係
者
な
ど
を
重
罰
規
定
に
よ
っ
て
牽
制
す
る
も
の
で
、
ま
さ
に
行
政
機
関
に
よ
る
情
報
支
配
で
あ
り
、
国

民
主
権
を
否
定
す
る
も
の
で
す
。

内
部
告
発
者
を
脅
か
す
も
の

　
法
律
違
反
以
外
に
「
著
し
く
不
当
な
行
為
」
と
い
う
あ
い
ま
い
な
基
準
で
も
処
罰
の
対
象
に
し
、
秘
密

を
知
る
公
務
員
と
の
共
謀
、
そ
そ
の
か
し
、
煽
動
が
有
っ
た
と
捜
査
機
関
が
認
定
す
れ
ば
漏
洩
が
な
く
て

も
捜
査
す
る
こ
と
が
で
き
、
知
る
権
利
や
報
道
の
自
由
が
脅
か
さ
れ
ま
す
。

検
討
過
程
は
非
公
開
。

　
法
案
の
準
備
・
検
討
は
限
ら
れ
た
政
府
部
内
だ
け
で
秘
密
裏
に
準
備
さ
れ
、
検
討
過
程
は
非
公
開
で
す
。

な
ぜ
、
成
立
を
急
ぐ
。
徹
底
議
論
を
、
廃
案
へ

　
衆
院
で
の
採
決
、
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
設
置
法
案
も
週
明
け
に
参
院
本
会
議
で
採
決
さ
れ

る
見
通
し
で
、
特
定
秘
密
保
護
法
が
成
立
す
れ
ば
、
国
の
命
運
を
左
右
す
る
よ
う
な
重
要
方
針
が
国
民
の

知
ら
な
い
う
ち
に
Ｎ
Ｓ
Ｃ
で
秘
密
裏
に
決
め
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
国
民
主
権
や
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
い
う
憲
法
の
原
則
を
踏
み
に
じ
る
秘
密
保
護
法
が
、
将
来
に
禍
根

を
残
す
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
国
民
の
懸
念
を
真
摯
（
し
ん
し
）
に
受
け
止
め
、
速
や
か
に
廃

案
に
す
べ
き
で
す
。

憲
法
改
悪
の
布
石
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                         

奈
良
県
議
会
議
員
　
高
柳
　
忠
夫 

時代に逆行する「稀有の悪法」特定秘密保護法を廃案に。
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毎日新聞
【
点
検
　
秘
密
保
護
法
案
】（
東
京
新
聞
）
よ
り
転
載

特
定
秘
密
・
際
限
な
く
広
が
る
恐
れ

　

特
定
秘
密
保
護
法
案
で
は
、
政
府
が
持
っ
て
い
る
膨
大

な
情
報
の
中
か
ら
「
特
定
秘
密
」
を
指
定
し
、
そ
れ
を
公

務
員
ら
が
漏
ら
し
た
り
、
不
正
に
聞
き
出
す
と
、
最
高
で

懲
役
十
年
と
い
う
厳
罰
の
対
象
と
な
る
。
し
か
も
、
そ
の

範
囲
が
際
限
な
く
広
が
っ
て
い
く
懸
念
も
あ
る
。

　
「
特
定
秘
密
」
と
は
何
か
。
政
府
原
案
で
は
、（
略
）「
防
衛
」

の
最
初
の
項
目
は
「
自
衛
隊
の
運
用
、
こ
れ
に
関
す
る
見
積
も

り
、
計
画
、
研
究
」。
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
表
現
が
多
く
、

幅
広
い
情
報
を「
特
定
秘
密
」に
指
定
で
き
る
余
地
を
残
す
。「
国

の
安
全
保
障
に
著
し
い
支
障
を
与
え
る
恐
れ
」
と
い
う
条
件
も
、

「
国
の
安
全
保
障
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
が
あ
り
、
広
範
囲

な
解
釈
が
可
能
だ
。

　

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
ど

の
情
報
を
特
定
秘
密
と
す
る

か
は
、
大
臣
な
ど
の
「
行
政

機
関
の
長
」
の
判
断
に
委
ね

ら
れ
る
こ
と
だ
。
政
府
の
さ

じ
加
減
で
、
厳
罰
の
対
象
に

な
る
情
報
が
決
ま
る
。

　

例
え
ば
、
原
発
は
、
事
故

が
起
こ
れ
ば
「
国
の
安
全
保

障
」
を
揺
る
が
す
事
態
を
も
た
ら
し
、
テ
ロ
組
織
に
狙
わ
れ
る

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
を
口
実
に
、
原
発
に
関
す
る

情
報
が
「
特
定
秘
密
」
に
指
定
さ
れ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
外

交
で
も
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
な
ど
、
国
民
生
活

に
影
響
が
大
き
い
情
報
が
指
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

米
国
で
は
、
国
立
公
文
書
館
の
情
報
保
全
監
察
局
が
適
切
な

機
密
指
定
か
ど
う
か
を
監
視
。
局
長
は
大
統
領
の
承
認
で
任
命

さ
れ
、
監
察
権
や
機
密
の
解
除
請
求
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、秘
密
保
護
法
案
に
は
、こ
う
し
た
仕
組
み
は
な
い
。（
略
）

運
用
指
針
も
守
ら
れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
が
な
く

「
実
質
的
な
意
味
は
な
い
」
と
批
判
す
る
。（
金
杉
貴
雄
）

特
定
秘
密
保
護
法
案:

　
　
　

原
発
潜
入
取
材
の
記
者
、

　
　
　
　

報
道
の
制
約
に
不
安 

　

25
日
の
閣
議
決
定
を
受
け
、
衆
院
に
提
出
さ
れ
た
特
定
秘
密

保
護
法
案
で
、
取
材
・
報
道
が
制
約
を
受
け
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
正
当
で
な
い
取
材
」

で
特
定
秘
密
情
報
を
つ
か
む
行
為
は
罪
に
問
わ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
。
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
に
「
潜
入
取
材
」
し
、
労
働
実

態
を
明
ら
か
に
し
た
経
験
が
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
法
案
の

行
方
を
心
配
し
て
い
る
。 

　

フ
リ
ー
記
者
の
鈴
木
智...

彦
さ
ん
（
47
）
は
、
原
発
事
故
後

の
２
０
１
１
年
７
月
か
ら
約
１
カ
月
、
下
請
け
作
業
員
と
し
て

第
１
原
発
構
内
に
入
り
、
過
酷
な
労
働
ぶ
り
や
暴
力
団
が
労
働

者
あ
っ
せ
ん
に
絡
ん
で
い
る
生
々
し
い
実
態
を
週
刊
誌
に
ル
ポ

し
た
。 

　

作
業
員
に
雇
用
さ
れ
る
時
、
元
請
け
の
大
手
重
工
業
メ
ー

カ
ー
か
ら
、
内
部
で
見
聞
き
し
た
こ
と
を
口
外
し
な
い
こ
と
を

【
時
流
　
底
流
】（
毎
日
新
聞
）
よ
り
転
載

約
束
す
る
誓
約
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ
、
応
じ
た
。
週
刊
誌
に

ル
ポ
を
書
く
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
た
が
、
記
事
に
公
益
性
が
あ

れ
ば
訴
追
の
恐
れ
は
な
い
と
判
断
し
た
と
い
う
。 

　

だ
が
、
秘
密
保
護
法
案
の
成
立
後
は
、
こ
う
し
た
取
材
が
で

き
る
の
か
不
透
明
だ
。
法
案
は
特
定
秘
密
に
な
る
も
の
と
し
て

「
テ
ロ
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
の
措
置
、
計
画
、
研
究
」
を

挙
げ
て
い
る
。
核
物
質
を
管
理
す
る
原
発
内
部
に
は
、
テ
ロ
に

狙
わ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
情
報
が
あ
り
そ
う
だ
。
法
案
は
「
取
材

の
自
由
へ
の
配
慮
」
を
記
す
が
「
著
し
く
不
当
な
方
法
」
の
取

材
は
保
護
の
対
象
で
は
な
い
。 

　

罰
則
の
規
定
で
は
「
人
を
欺
き
」「
施
設
へ
侵
入
」
す
る
行

為
で
特
定
秘
密
を
取
得
す
る
も
の
に
最
高
懲
役
１
０
年
と
し
て

い
る
。 

　

鈴
木
さ
ん
は
「
法
案
が
で
き
て
萎
縮
す
る
書
き
手
は
い
な
い

だ
ろ
う
が
、
週
刊
誌
や
テ
レ
ビ
局
が
法
案
の
中
身
を
吟
味
し
な

い
ま
ま
に
萎
縮
し
、
自
主
規
制
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
不
安
視
す
る
。「
書
く
場
所
が
な
く
な
っ
た
ら
、
ぼ
く

ら
は
何
も
で
き
な
く
な
る
」 

　
　
　
　

◆ 

　

原
発
事
故
後
、
避
難
の
た
め
の
必
要
な
情
報
が
届
か
な
か
っ

た
福
島
県
。
県
議
会
は
９
日
、
法
案
へ
の
「
慎
重
な
対
応
を
求

め
る
意
見
書
」
を
自
民
党
議
員
を
含
む
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。 

　

意
見
書
は
「
原
発
の
安
全
性
に
関
わ
る
問
題
や
住
民
の
安
全

に
関
す
る
情
報
が
、
核
施
設
に
対
す
る
テ
ロ
活
動
防
止
の
観
点

か
ら
『
特
定
秘
密
』
に
指
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
、
重

要
な
の
は
徹
底
し
た
情
報
公
開
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
刑

罰
に
よ
る
秘
密
保
護
と
情
報
統
制
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。 

　

意
見
書
を
書
い
た
本
田
朋
（
と
も
）
県
議
（
39
）
＝
ふ
く
し

ま
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＝
は
「
パ
ニ
ッ
ク
を
避
け
る
と
か
、
公

共
の
安
全
と
か
、
秩
序
維
持
の
た
め
な
ど
法
案
が
拡
大
解
釈
さ

れ
、（
必
要
な
情
報
が
）
特
定
秘
密
に
指
定
さ
れ
て
し
ま
う
危

機
感
を
記
し
た
。
情
報
が
届
か
ず
被
ば
く
を
し
た
住
民
の
無
念

さ
や
、
彼
ら
が
持
つ
政
府
へ
の
不
信
を
念
頭
に
置
い
た
」
と
話

し
た
。【
青
島
顕
、
蓬
田
正
志
】

「
特
定
秘
密
保
護
法
を
廃
案
へ
」
特
集
で
す
。
11
月
25

日
段
階
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
明
日
に
も
、
強
行
採
決

の
状
況
で
す
が
。
生
駒
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
秘
密
で
は

な
く
、
情
報
公
開
が
大
切
」「
国
民
主
権
」
の
立
場
で
、

こ
の
国
家
主
義
の
流
れ
に
反
対
し
て
い
き
ま
す
。


